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人と:動物のあいだ、
特

ぷ警義
母

ト
《ミ携さ警ぶ嬢議

，'\で時イト

弓霧表謬込

(金沢大学特別研究員)

チンフ

泌夫
ス
田
ひ

は
じ
め
に

中
間
大
興
安
嶺
の
北
部
森
林
地
番
に
暮
ら

す
エ
ペ
ン
キ
人
(
行
政
的
に
は
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
・
根
河
市
・
オ
ル
グ
ヤ
民
族
郷
と
な

る
)
は
、
中
国
で
は
唯
一
ト
ナ
カ
イ
を
館
育

し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
こ
の
二
百
人
ぐ
ら

い
の
小
さ
な
集
団
は
、
十
九
世
紀
初
頭
、
新

し
い
猟
場
と
ト
ナ
カ
イ
の
放
牧
地
を
求
め

て
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
中
国
の
大
興
安
嶺
に
移

住
し
た
人
々
の
子
孫
た
ち
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
以
降
、
エ
ペ
ン
キ
入
社
会
は

社
会
主
義
体
制
の
中
国
関
家
に
組
み
込
ま
れ

る
。
一
九
五
0
年
代
半
ば
に
誕
生
し
た
最
初

の
民
族
郷
(
民
族
自
治
地
方
)
か
ら
、

約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
エ
ペ
ン
キ
入

社
会
は
主
流
社
会
の
影
響
を
受
け
て
大

へ
ん
ぼ
う

き
な
変
貌
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、

定
住
化
、
ほ
か
の
民
族
と
の
通
婚
、
狩

猟
や
ト
ナ
カ
イ
餌
脊
か
ら
離
れ
て
町
で

生
活
す
る
人
々
の
増
加
や
こ
と
ば
、
生

活
面
で
の
漢
化
の
浸
透
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
エ
ペ
ン
キ
入
社
会
の
多
様
化

が
進
む
一
方
で
、
依
然
移
動
生
活
を
送

り
、
ト
ナ
カ
イ
と
一
緒
に
暮
ら
す
人
々

が
い
る
。

中
国
に
は
約
一
一
一
万
人
の
エ
ペ
ン
キ
人

が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
ト
ナ
カ

イ
エ
ペ
ン
キ
人
(
以
下
は
こ
の
名
称
で

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
の
生
業
(
ト
ナ
カ

イ
館
育
)
、
こ
と
ば
、
生
活
習
墳
は
ほ
か
の

地
域
の
エ
ペ
ン
キ
人
と
異
な
る
点
が
多
い
。

本
文
で
は
、
筆
者
が
現
地
で
見
関
し
て
き
た

こ
と
に
基
づ
い
て
、
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人

と
ト
ナ
カ
イ
と
の
深
い
関
係
と
、
近
年
の
生

活
の
変
化
を
紹
介
し
た
い
。
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ト
ナ
カ
イ
と
ト
ナ
カ

イ
エ
ペ
ン
キ
人

ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン

キ
人
は
狩
猟
民
で
あ

る
。
大
興
安
嶺
の
森

に
は
豊
富
な
動
植
物



民族郷の入り口のところに、民族の象徴であるトナ

カイの像が立っている。

トナカイエベンキ人が生活する大奥安嶺の森

が
生
存
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ

人
が
狩
猟
対
象
に
し
て
い

る
の
は
、
ヘ
ラ
ジ
カ
、
ア

カ
シ
カ
、
ノ
ロ
シ
カ
や
野

鳥
類
な
ど
で
あ
る
。
狩
猟

活
動
は
基
本
的
に
動
物
の

繁
殖
期
、
交
尾
期
が
終

わ
っ
た
晩
秋
か
ら
早
春
に

か
け
て
行
う
。
狩
猟
は
男

性
が
中
心
で
、
三

i

四

人
、
あ
る
い
は
五
1

六
人

か
ら
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

で
行
う
の
が
習
慣
に
な
っ

て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
地

の
周
辺
で
、
小
型
の
動
物

を
獲
る
場
合
は
単
独
で
行

う
こ
と
が
多
い
。
誰
が

獲
っ
た
獲
物
だ
ろ
う
と
、

獲
物
は
ウ
リ
ロ
ン

(
E
I

五
の
世
帯
か
ら
構
成
す
る

生
活
単
位
。
同
じ
氏
族
に

属
す
る
人
た
ち
が
一
緒
に

住
む
の
が
習
慣
で
あ
る
)

メ
ン
バ
ー
全
員
に
平
等
に

分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ

入
社
会
に
は
獲
物
の
分

配
、
消
費
だ
け
で
は
な

く
、
狩
猟
活
動
に
関
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

ル
i

ル
や
習
慣
が
あ
る
。
子
供
た
ち
は
大
人

か
ら
銃
を
撃
つ
技
術
を
教
わ
る
と
同
時
に
、

動
植
物
に
関
す
る
大
人
の
経
験
、
知
識
を
学

ぶ
必
要
が
あ
り
、
ま
た
昔
か
ら
の
習
慣
(
た

と
え
ば
妊
娠
中
の
動
物
は
獲
物
に
し
て
は
い

け
な
い
な
ど
)
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
しト

ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
が
自
分
で
言
っ
て

い
る
よ
う
に
「
私
た
ち
は
動
物
の
肉
を
食

べ
、
動
物
の
毛
皮
で
作
っ
た
服
を
着
る
生
活

が
大
好
き
だ
が
、
も
し
ト
ナ
カ
イ
が
い
な
け

れ
ば
、
こ
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
だ
ろ

う
\
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
に
と
っ
て
、

ト
ナ
カ
イ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
蒋
在
で
あ

る
。
キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
何
十
キ
ロ
討
も
離
れ
て

い
る
猟
場
か
ら
、
一
頭
二
百
キ
ロ
吋
フ
以
上
も
あ

る
獲
物
(
へ
ラ
ジ
カ
)
を
人
間
だ
け
の
力
で

は
キ
ャ
ン
プ
地
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
常
に
移
動
生
活
を
送
る
彼
ら
に

と
っ
て
、
ト
ナ
カ
イ
が
い
た
か
ら
こ
そ
生
活

用
具
や
老
人
や
子
供
を
遠
く
ま
で
移
動
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ト

ナ
カ
イ
の
乳
は
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
に

と
っ
て
、
重
要
な
栄
養
源
で
あ
る
。
毎
年

五
1

十
月
に
か
け
て
、
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ

し
ぼ

入
の
女
性
は
ト
ナ
カ
イ
の
乳
を
搾
る
。
ト
ナ

カ
イ
の
乳
は
紅
茶
に
入
れ
て
、
ミ
ル
ク
テ
イ

と
し
て
利
用
す
る
の
が
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
で
あ
る
。
一
頭
の
ト
ナ
カ
イ
か
ら
沼

に
出
る
乳
の
量
は
わ
ず
か
(
ト
ナ
カ
イ
の
栄

養
状
態
に
よ
っ
て
変
動
す
る
が
、
大
体
二
五

0
1
三
百
守
程
度
)
で
あ
る
が
、
ト
ナ
カ
イ

の
乳
は
、
野
菜
を
ほ
と
ん
ど
摂
食
し
な
い
彼

ら
に
と
っ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
の
補
給
に
大
変
役

に
立
っ
て
い
る
。

ト
ナ
カ
イ
の
世
話
は
基
本
的
に
女
性
が
す

る
。
ロ
シ
ア
の
エ
ペ
ン
キ
人
の
研
究
家

(
B
・

A
-

ト
ゥ
ゴ
ル
コ
フ
)
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
ト
ナ
カ
イ
は
人
聞
に
多
く
の
恵
み

を
与
え
る
が
、
代
わ
り
に
人
間
か
ら
求
め
る

も
の
は
一
撞
り
の
塩
だ
け
で
あ
る
。
と
は
一
言

え
、
ト
ナ
カ
イ
飼
育
者
に
は
そ
れ
な
り
の
経

験
が
必
要
で
あ
る
。
ト
ナ
カ
イ
は
コ
ケ
類
、

木
の
若
葉
、
新
芽
や
草
な
ど
を
食
べ
る
が
、

大
好
物
は
エ
ベ
ジ
キ
語
で
グ
オ
ン
ゴ
ンHと
呼

ば
れ
て
い
る
コ
ケ
で
あ
る
。
常
に
オ
ン
ゴ
ン

が
豊
富
な
場
所
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
へ
ト
ナ
カ
イ
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
飼

育
者
に
は
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
産
シ
ー

ズ
ン
に
な
れ
ば
、
近
く
に
深
い
河
が
な
く
(
ま

だ
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
ト
ナ
カ
イ
が

お
ほ

蕗
ち
て
溺
れ
て
死
ぬ
危
険
が
あ
る
)
、
風
通
し

が
い
い
場
所
を
見
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
、
森
に
は

大
量
の
吸
血
性
昆
虫
が
繁
殖
す
る
。
蚊
に
刺

さ
れ
て
、
ト
ナ
カ
イ
は
餌
を
取
る
ど
こ
ろ

か
、
落
ち
着
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
こ
の
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時
期
に
限
っ
て
、
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
は

ト
ナ
カ
イ
の
た
め
に
、
蚊
が
活
発
に
活
動
す

る
昼
間
に
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
近
く
で
火
を
た

い
て
、
大
量
の
煙
を
発
生
さ
せ
る
。
煙
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
こ
れ
ら
の
吸
血
性
昆
虫
が
少

な
い
の
で
、
ト
ナ
カ
イ
を
そ
こ
に
集
め
て
く

る
。

トナカイはトナカイエベンキ人のデザイン mによ

く登場する)。これらは怠穣製品や毛皮幾衣阪によく

施される、 トナカイやトナカイ独特の角の形の模様

である。

日
本
人
の
魚
に
関
す
る
語
棄
が
非
常
に
多

く
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ

ン
キ
人
の
ト
ナ
カ
イ
に
関
す
る
こ
と
、
は
も
大

変
豊
か
で
あ
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ト
ナ
カ
イ

が
自
分
の
名
前
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
ト
ナ

カ
イ
の
各
部
分
に
は
細
か
く
名
前
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
性
(
オ
ス
、
メ
ス
)
、

年
齢
、
角
や
毛
の
色
に
よ
っ
て
呼
び
方
が

違
っ
て
く
る
。
ま
た
、
長
年
の
経
験
か
ら
ト

ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
は
ト
ナ
カ
イ
が
好
む
鎮

の
種
類
、
ト
ナ
カ
イ
の
病
気
や
怪
我
に
効
く

薬
草
な
ど
も
熟
知
し
て
い
る
。

ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
と
ト
ナ
カ
イ
の
深

い
つ
な
が
り
は
、
彼
ら
の
精
神
世
界
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の

伝
統
的
な
世
界
観
で
は
、
人
間
の
肉
体
は
こ

の
世
に
残
る
が
、
魂
は
天
国
に
行
く
か
、
も

し
く
は
地
獄
に
落
ち
る
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
、
人
間
の
魂
自
ら
が
幸
せ
な
天

国
へ
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、
神
と
人
聞
を
と

り
も
つ
使
者
で
あ
る
ト
ナ
カ
イ
が
、
入
院
の

魂
を
天
固
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
の
だ
と
信
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
間
が
死
ん
だ
ら
、

一
頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
屠
殺
(
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ

ン
キ
人
は
肉
食
と
し
て
ト
ナ
カ
イ
を
利
用
し

な
い
)
し
て
埋
葬
す
る
。
ま
た
シ
ャ
l

マ
ン

が
行
う
重
要
な
儀
式
の
時
、
白
色
の
ト
ナ
カ

イ
を
屠
殺
し
、
儀
式
の
神
聖
さ
を
高
め
る
風

習
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ナ
カ
イ
は
シ
ャ
!

マ
ン
の
唱
え
、
伝
説
、
物
語
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
衣
服
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
白
樺
の

樹
皮
で
で
き
た
生
活
用
品
の
模
様
ま
で
、
彼

ら
の
の
世
界
を
構
成
す
る
最
も
重
要
な
要

素
の
一
つ
で
あ
る
。

ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の
最
後
の
シ
ャ

i

マ
ン
と
一
言
わ
れ
て
い
た
ニ
ュ
!
ラ
・
シ
ャ
l

マ
ン
(
一
九
九
八
年
没
)
の
唱
え
に
は
、
ト

ナ
カ
イ
と
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の
女
性
を

歌
っ
た
一
節
が
あ
る
。

「
足
が
速
い
エ
ペ
ン
キ
人
の
娘
さ
ん

よ
!
平
く
ト
ナ
カ
イ
を
見
て
来
い
!

山
の
谷
で
、
川
の
傍
で
。
樹
林
の
隙

間
か
ら
、
オ
ロ
ン
(
ト
ナ
カ
イ
)
の

角
が
光
る
。
遠
く
か
ら
オ
ロ
ン
の
鳴

き
声
と
鈴
の
音
が
関
こ
え
る
。
西
へ

東
へ
見
て
ご
ら
ん
よ
、
わ
れ
わ
れ
の

オ
ロ
ン
は
森
中
に
:
」
。

5 Arc t. ic 山cle 52 I 

る
く
じ
よ
う

現
金
担
入
源
と
な
っ
た
ト
ナ
カ
イ
〈
鹿
茸
)

従
来
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の
生
業
と
い

え
ば
狩
猟
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
五

0
年

代
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
家
に
よ
る
森
林
伐

採
(
大
興
安
嶺
は
中
国
の
最
大
の
木
材
供
給

地
で
あ
る
)
や
林
業
職
員
に
よ
る
乱
獲
な
ど

で
動
物
が
激
減
し
た
た
め
、
一
九
八

0
年
代

以
降
、
狩
猟
は
生
業
と
し
て
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
六
五
年
ト
ナ
カ
イ
は
集
団
化
さ
れ
、

ま
た
民
族
郷
の
増
収
を
図
る
目
的
か
ら
、
地

方
政
府
は
ト
ナ
カ
イ
の
鹿
茸
(
袋
角
)
を
漢

方
薬
の
材
料
と
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
を
推

進
し
た
。
一
九
八
四
年
地
方
政
府
の
方
針
変



毎年の 5 月 ~10月にかけてトナカイの乳を搾る。

トナカイの乳はそのまま飲まず、紅茶に入れて飲む。

ハ工、カやブヨなどが大量に発生する夏、 トナカイ

はいつも火(短)のところに集まってくる.

トナカイエペンキ人(特に女性)は、 トナ力イに話しかけた

り、あるいはただ名前を呼んだりして、 トナカイと 一緒にい

るのが大好きである。
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トナカイの親子

化
に
よ
っ
て
、

ト
ナ
カ
イ
エ
ペ

ン
キ
人
に
個
人

に
よ
る
ト
ナ
カ

イ
の
飼
育
と
鹿

茸
を
売
っ
て
現

金
収
入
を
得
る

機
会
が
与
え
ら

れ
た
。
ニ
O
O

二
年
の
時
点

で
、
二
八
世
帯

の
人
た
ち
が
五

つ
の
キ
ャ
ン
プ

地
で
、
合
計
約

六
O
O
頭
の
ト

ナ
カ
イ
を
飼
育

し
、
生
計
を

て
て
い
る
。

多
く
の
シ
カ
科
動
物
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
ト
ナ
カ
イ
の
魚
は
冬
に
落
ち
て
、
翌
春

に
ま
た
は
え
て
く
る
。
シ
カ
科
動
物
は
普
通

オ
ス
だ
け
が
角
を
持
っ
て
い
る
に
対
し
て
、

ト
ナ
カ
イ
は
オ
ス
も
メ
ス
も
角
を
持
っ
て
い

る
。
角
が
出
て
骨
化
す
る
前
の
段
階
を
袋
角

と
い
い
、
鹿
茸
と
は
袋
角
を
切
り
取
り
、
乾

燥
さ
せ
て
漢
方
薬
の
材
料
に
し
た
も
の
で
あ

の
こ

る
。
袋
角
を
鋸
で
切
り
取
る
作
業
は
大
体
五

月
後
半
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
う
。

ト
ナ
カ
イ
と
と
も
に
生
き
る

近
年
、
狩
猟
は
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
た

(
正
確
に
は
で
き
な
く
な
っ
た
)
と
は
い

え
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
は
依
然
移
動
を
繰

り
返
す
。
も
ち
ろ
ん
、
移
動
生
活
に
変
化
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
昔
は
ト
ナ

カ
イ
に
荷
物
を
載
せ
て
キ
ャ
ン
プ
地
を
移
動

し
た
が
、
い
ま
で
は
自
動
車
が
ト
ナ
カ
イ
の

役
割
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
ま
た
、
民
族
郷

に
は
彼
ら
の
家
が
あ
る
た
め
、
民
族
郷
と

キ
ャ
ン
プ
地
を
往
来
し
な
が
ら
生
活
す
る
人

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
変

化
の
中
で
、
ト
ナ
カ
イ
に
対
す
る
深
い
愛

晴
、
ト
ナ
カ
イ
と
と
も
に
生
活
す
る
習
慣
は

依
然
保
た
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
二
人
の
事

例
を
通
じ
て
、
そ
の
関
係
を
も
う
少
し
具
体

的
に
見
て
み
よ
う
。

ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の
最
長
老
で
あ
る

A
さ
ん
(
九
O
歳
?
)
は
、
長
い
時
間
キ
ャ
ン

プ
地
を
離
れ
た
こ
と
も
な
く
、
ず
っ
と
ト
ナ

カ
イ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
。
一
一O
O
四

年
八
月
、
私
が
彼
女
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
調
査

し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
日
民

族
郷
で
生
活
し
て
い
る
彼
女
の
次
女
と
二
人

の
孫
(
彼
女
の
長
男
の
子
供
た
ち
)
が
彼
女

を
民
族
郷
の
老
人
ホ
l

ム
に
入
院
さ
せ
る
た

め
、
キ
ャ
ン
プ
地
に
や
っ
て
き
た
。
彼
女
た

ち
は
一
日
か
け
て
老
人
を
説
得
し
た
が
、

A

さ
ん
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
。
次
女
た
ち

の
説
明
通
り
、
白
内
暗
に
よ
っ
て
目
が
不
自

由
に
な
っ
た

A
さ
ん
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

2cJ 

な
設
備
が
整
え
て
あ
る
老
人
ホ
i

ム
の
ほ
う

e

が
、
冬
に
な
れ
ば
大
変
寒
い
テ
ン
ト
よ
り
快
目

適
に
過
ご
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
口

A

さ
ん
は
オ
ロ
ン
の
鳴
き
声
が
関
こ
え
な
山

い
、
森
の
新
鮮
な
空
気
が
吸
え
な
い
生
活
は

mnA 

考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。
私
が
キ
ャ
ン
プ
地

を
離
れ
る
日
、
A
さ
ん
は
来
年
ま
た
キ
ャ
ン

プ
地
で
会
お
う
ね
と
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
く

れ
た
。

B

さ
ん
(
六
四
歳
)
は
子
供
の
こ
ろ
民
族

郷
の
学
校
に
通
い
、
そ
の
後
畏
族
郷
の
病
院

で
看
護
婦
と
し
て
働
き
、
長
い
間
ト
ナ
カ
イ

飼
育
か
ら
離
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九
ミ
こ

四
年
、
彼
女
は
病
院
の
仕
事
を
辞
め
、
民
族
一

m
b

郷
政
府
と
…
ニO
頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
飼
育
す
る
一M
M

契
約
を
結
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
の
彼
女
は
、
長
詰

冬
仏、士

。

腕
時

総
地
￠
ブ
棒
ン
白
ヤ
は
キ
璽
は

ま
。
一T

住
な
の
う
入
よ
キ
の
ン
こ
ベ
近
エ
蚤

イ占H
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A さんにとってトナカイは家族のような存在である。

男
と
一
緒
に
森
で
ト
ナ
カ
イ
を
飼
育
す
る
生

活
を
続
け
て
い
る
。
彼
女
と
同
じ
民
族
郷
で

の
仕
事
を
辞
め
て
ト
ナ
カ
イ
飼
育
者
に
な
っ

た
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
は
ほ
か
に
も
い
る
。

何
年
か
前
の
調
査
で
、
私
は
B

さ
ん
に
、

な
ぜ
病
院
の
仕
事
を
辞
め
て
ト
ナ
カ
イ
餌
育

の
仕
事
を
選
ん
だ
か
と
開
い
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
時
B

さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

あ
る
と
し
か
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
二

O

O
O
年
の
一
夏
、
私
が
彼
女
の
キ
ャ
ン
プ
地
で

調
査
し
て
い
た
時
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
る

が
、
彼
女
の
七
才
の
メ
ス
ト
ナ
カ
イ
が
林
業

職
員
が
野
生
の
シ
カ
を
取
る
た
め
に
仕
掛
け

わ
な

た
由
民
に
か
が
り
、
死
ん
でb
ま
っ
た
。
私
た

ち
が
そ
の
ト
ナ
カ
イ
を
発
見
し
た
と
き
、
体

温
、
か
残
っ
て
い
た
た
め
、
死
ん
で
か
ら
ま
だ

余
り
時
間
が
経
つ
て
な
い
と
分
か
っ
た
。
し

か
し
、
彼
女
は
ト
ナ
カ
イ
を
一
本
の
大
き
な

木
の
下
に
埋
葬
し
た
。
私
は
ト
ナ
カ
イ
の
肉

と
皮
は
何
千
元
(
元
は
中
国
の
貨
幣
単
位
)

も
す
る
だ
ろ
う
、
な
ぜ
売
ら
な
い
の
と
聞
い

た
ら
、
彼
女
は
こ
の
ト
ナ
カ
イ
の
お
担
母
さ

ん
は
、
一
九
八
四
年
私
が
政
府
(
民
族
郷
)

と
ト
ナ
カ
イ
餌
育
す
る
契
約
を
結
ん
だ
時
、

三
才
だ
っ
た
。
翌
春
、
彼
女
(
ト
ナ
カ
イ
)

は
私
が
持
っ
て
い
る
一
七
頭
の
メ
ス
の
ト
ナ

カ
イ
の
中
で
、
一
番
先
に
一
頭
の
と
て
も
元

気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く
れ
た
。
そ
れ
を

見
て
ト
ナ
カ
イ
飼
育
に
対
す
る
不
安
、
苦
労

は
全
部
消
え
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の

家
族
は
い
つ
も
メ
ス
ば
か
り
を
産
ん
で
く
れ

る
の
で
、
そ
の
お
陰
で
ト
ナ
カ
イ
の
群
れ
は

す
ぐ
に
大
き
く
な
っ
た
。
私
た
ち
エ
ペ
ン
キ

人
に
と
っ
て
、
ト
ナ
カ
イ
は
家
族
の
よ
う
な

も
の
だ
、
と
売
ら
な
い
理
由
を
説
明
し
て
く

れ
た
。

お
わ
り
に

ト
ナ
カ
イ
を
頼
っ
て
生
活
し
て
い
る
約
八

O
人
の
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
の
生
活
水
準

は
、
現
地
の
基
準
で
考
え
て
も
か
な
り
低

く
、
ト
ナ
カ
イ
の
数
が
少
な
い
人
た
ち
は
政

府
の
援
助
金
な
し
で
は
生
活
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
。
ま
た
、
ト
ナ
カ
イ
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
傷
、
人
間
(
主
に
林
業
局
員
)
が

仕
掛
け
た
畏
に
よ
っ
て
、
足
を
折
っ
た
り
、

死
亡
し
た
り
し
て
、
ト
ナ
カ
イ
飼
育
を
取
り

巻
く
環
境
も
問
題
点
が
多
い
。
さ
ら
に
、
若

者
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
問
題
や
キ
ャ
ン
プ
地

に
行
き
た
が
ら
な
い
な
ど
、
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン

キ
人
内
部
で
抱
え
て
い
る
難
題
も
決
し
て
少

3

く
な
い
。

私
は
一
九
九
六
年
か
ら
ト
ナ
カ
イ
エ
ペ
ン

キ
入
社
会
の
変
化
を
研
究
テ

l

マ
に
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
i

ク
を
続
け
て
い
る
。
な

ぜ
か
森
に
図
ま
れ
た
キ
ャ
ン
プ
地
で
は
、
よ

く
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。
き
っ
と
何
で
も
お

金
に
換
え
て
し
ま
い
が
ち
な
現
代
社
会
が

失
っ
た
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ト
ナ
カ
イ
は
中
国
エ
ペ
ン
キ
人
の
シ
ン
ボ

ル
マ
i

ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
お
と

な
し
く
、
優
雅
な
動
物
が
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。
特
に
、
長
い
間
ト

ナ
カ
イ
エ
ペ
ン
キ
人
と
付
き
合
っ
て
き
た
私

と
し
て
は
、
若
者
た
ち
が
自
分
の
「
伝
統
文

化
」
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
願

い
た
い
。
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